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一
月
八
日
（
金
）
、
あ
い
ぴ
あ
で
の
新
年

会
は
、
お
だ
や
か
な
天
気
で
し
た
。 

会
場
に
は
西
浦
会
長
作
成
の
、
真
新
し
い

横
断
幕
と
と
も
に
、
十
二
年
前
に
古
谷
義
信

さ
ん
が
描
い
て
く
れ
た
、
大
き
な
猿
の
絵
が

飾
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

         

昼
食
の
あ
と
、
ピ
ア
ノ
の
松
田
真
由
美
さ

ん
と
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
烏
野
恵
子
さ
ん
に

来
て
い
た
だ
い
て
、
音
楽
会
を
し
ま
し
た
。

舞
台
の
お
二
人
の
衣
装
を
見
て
、
私
は
驚
き

ま
し
た
。
き
れ
い
な
紺
色
の
ワ
ン
ピ
ー
ス
。

半
袖
で
す
！ 

 

暖
房
が
入
っ
て
い
る
と
い
え
、
一
月
で

す
。
何
枚
も
重
ね
着
し
て
い
る
私
は
、
寒
さ

で
手
が
か
じ
か
ん
で
し
ま
わ
な
い
か
し
ら
、

演
奏
の
時
、
震
え
な
い
か
し
ら
、
な
ん
て

よ
け
い
な
こ
と
を
心
配
し
て
い
ま
し
た
。 

♪
「
愛
の
あ
い
さ
つ
」
の
演
奏
が
始
ま

り
ま
し
た
。
よ
く
聞
く
メ
ロ
デ
ィ
ー
で
す
。

舞
台
の
上
の
松
田
さ
ん
、
烏
野
さ
ん
は
、

準
備
を
し
て
い
た
時
と
う
っ
て
か
わ
り
、

音
楽
家
に
変
身
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ピ
ア

ノ
と
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
音
色
が
溶
け
合

っ
て
、
体
の
中
に
入
っ
て
き
ま
す
。
ラ
ジ

カ
セ
で
C

D
を
聴
く
こ
と
は
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
音
は
耳
か
ら
入
っ
て
き
ま
す
。

け
れ
ど
も
、
生
演
奏
は
振
動
が
直
接
伝
わ

っ
て
く
る
の
で
、
心
地
よ
い
気
分
に
さ
せ

て
く
れ
る
の
で
す
ね
。 

          

「
愛
の
あ
い
さ
つ
」
は
、
イ
ギ
リ
ス
の

作
曲
家
エ
ド
ワ
ー
ド
・
エ
ル
ガ
ー
が
、
八

才
年
上
の
彼
女
・
ア
リ
ス
に
捧
げ
た
曲
だ

そ
う
で
す
。 

♪
マ
ド
リ
ガ
ル
・
ツ
ィ
ゴ
イ
ネ
ル
ワ
イ
ゼ

ン
・
ノ
ク
タ
ー
ン
と
、
曲
は
続
き
ま
す
。
ノ

ク
タ
ー
ン
は
ピ
ア
ノ
の
詩
人
・
シ
ョ
パ
ン
の

名
曲
で
す
。
十
九
世
紀
、
パ
リ
の
社
交
界
で

貴
婦
人
達
も
聴
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。 

こ
こ
で
、
曲
は
演
歌
に
変
わ
り
ま
し
た
。

♪
愛
燦
々
・
知
床
旅
情
・
津
軽
海
峡
冬
景

色
・
北
国
の
春
・
花 

ピ
ア
ノ
と
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
で
聞
く
演
歌

も
い
い
も
の
で
す
。 

次
は
、
冬
の
曲
メ
ド
レ
ー
で
す
。「
何
曲

入
っ
て
い
る
か
数
え
て
み
て
下
さ
い
」
小
学

校
で
習
っ
た
歌
が
ほ
と
ん
ど
で
、
子
供
の
頃

に
返
っ
た
み
た
い
。
♪
大
寒
小
寒
・
た
き

火
・
冬
の
夜
・
冬
景
色
・
ス
キ
ー
・
ペ
チ
カ
・

雪
の
降
る
街
を
等
、
十
曲
演
奏
し
て
く
れ
ま

し
た
。 

そ
れ
か
ら
、
み
ん
な
で
歌
い
ま
し
た
。
西

浦
会
長
が
歌
詞
を
大
き
く
印
刷
し
て
、
ホ
ワ

イ
ト
ボ
ー
ド
へ
貼
っ
て
く
れ
、
そ
れ
を
見
て

歌
い
ま
し
た
。
♪
り
ん
ご
の
歌
・
青
い
山

脈
・
こ
こ
に
幸
あ
れ 

ふ
た
た
び
、
な
つ
か
し
い
歌
の
演
奏
で

す
。
♪
と
ん
が
り
帽
子
・
お
山
の
杉
の
子
・

雨
降
り
お
月
さ
ん
・
肩
た
た
き
・
ゆ
り
か
ご

の
歌
・
花
嫁
人
形
・
バ
ラ
が
咲
い
た
～
～
～
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泉州ブロック活動交流会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

11 月 30 日、泉州ブロック活動交流会が、貝塚市で開かれました。 

第１部のレクレーションは、大阪府レクレーション協会・大橋一美先生のリフレッシ 

ュ体操です。先生は３B 体操の指導員もされています。大橋先生のお母さんは 10 年前 

ガンと診断されたそうですが、お灸やツボ押しを先生はされたそうです。お灸やツボ押 

しも良かったのでしょうが、お母さんに寄り添ってあげたことが、何よりの良薬だった 

のでしょう。 

「指先を刺激するのは、いいのですよ」と、指の体操を教えてくれました。右手の親指 

を左手でくる くる回して引き 

抜く。次は人差 し指・中指と、 

順にしていき ます。「指の 

体操、グッパーグッパー、親指さんこんにちは」と歌いながら、親指同士をチョンチョ 

ンし、これも順にやっていきます。 

また、顔にもいろんなツボがあると、教えてくれました。

歌に合わせてツボを刺激すると、楽しみながら元気になって

いきます。 

第 2 部はグループに分かれての話し合いでした。テーマは

３つ用意されていましたが、介護者が集えば話はつきません。

「父と母、二人とも認知症になってしまってどうしようもな

くなり登会長に電話した。電話口で泣きながら話をしたことが忘れられない」 

「今は看取り会員になったが、介護中の人の助けになればと会に残っている」「介護は大変

だったけど、おかげでいろんな人と知り合いになれた」等々・・・ 

今年度は熊取町・貝塚市が当番市でしたが、来年度は泉南市・岬町が当番市です。 

皆さんのご協力をお願いします。 

 

皆
さ
ん
の
心
に
も
、
バ
ラ
が
咲
い
た

こ
と
で
し
ょ
う
。
昔
は
い
い
歌
が
た

く
さ
ん
あ
っ
た
な
あ
。 

松
田
さ
ん
、
烏
野
さ
ん
は
、
子
供

の
頃
か
ら
ず
っ
と
音
楽
を
続
け
て
き

て
、
大
学
を
卒
業
後
、
知
り
合
っ
た

そ
う
で
す
。
若
い
頃
は
こ
の
よ
う
な

活
動
は
考
え
た
こ
と
も
な
か
っ
た
そ

う
で
す
が
、
自
分
達
の
親
も
年
老
い

て
き
た
こ
と
で
、
考
え
方
が
変
わ
っ

た
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
大
き
な

コ
ン
サ
ー
ト
会
場
で
の
演
奏
の
か
た

わ
ら
、
こ
の
よ
う
に
二
人
で
演
奏
に

出
向
い
て
い
る
の
だ
そ
う
で
す
。
お

し
ま
い
は
、「
四
季
の
歌
」
を
全
員
で

歌
い
ま
し
た
。 

松
田
さ
ん
、
烏
野
さ
ん
の
や
さ
し

さ
が
、
楽
器
に
の
っ
て
伝
わ
っ
て
き

た
の
で
し
ょ
う
か
、
心
が
癒
さ
れ
た

演
奏
会
で
し
た
。 
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その人の人生に耳を傾けて 

認知症を発症された方々の多くは、自分が自分でなくなり、そして、自分で自分なりに保とう

と格闘されますが上手くいかず、パニックに陥るといった体験、または環境、周りの人に脅かさ

れる、あるいは自分自身の体に脅かされている体験などをされています。 

このゆびとまれデイサービスでは、認知症ケアの視点として、認知症の症状を問題視するので

はなく、その人の生きてこられた物語を知り、その物語に参加し関わっていくことを考えていま

す。 

不安な状態に陥られた際には、静かな場所に移動していただき、ベ

ンチでゆったりと、職員との時間を過ごしていただいています。その

際には、現実を否定せず、話す言葉に耳を傾け、共感的に受け入れる

ということ、そして声にならない心の声を聞いていけたらと思います。

わかってあげるより、わかろうとする姿勢を大切に、少人数だからこ

そできる支援をさせていただいています。 

このゆびとまれデイサービスセンター  辻 智恵   ℡ 483－1440 

 

中核症状と BPSD（行動・心理症状）について 

あなたは、目的地に行くために電車で出かけ信号待ちをしていました。別のことを考えていた

ら自分がどこに行こうとしていたのか忘れてしまいました。しかも今自分がどこにいるのかすら

も…。あなたはどんな気持ちになるでしょうか。不安な気持ちを解消するために、スケジュール

表を見たり、身内の方に連絡をしたりなど何かのアクションを起こしませんか。そのアクション

こそが行動・心理症状（以前は、問題行動と呼ばれていました。）であり、家族や介護スタッフ

を悩ませる症状なのです。 

この行動・心理症状は心身の状態が不安定だからこそ出現する症状で、とても快適で心地よい

環境であればあまり出現しません。認知症の症状はこの行動・心理症状と中核症状に分けられま

す。中核症状は、①主に直前のことを忘れてしまう記憶障がい、②場所・時間などが分からなく

なる見当識障がい、③物事の段取りなどを考えて順序立てて実施することが難しくなる実行機能

障がい、④理解したり認識を誤ったりしてしまう理解判断力の低下などがあり、認知症の進行に

伴い不可逆的に出現してしまう症状です。中核症状が進行しても必ずしも行動・心理症状が出現

するのではなく、不安感や不快感などが原因となって出現するのです。 

最近の認知症ケアにおいては、いかにして不安感や不快感を取り除き、行

動・心理症状の出現を抑えるかがケアの鍵になっています。 

 

ケアプランセンターみらい  西之坊 篤   ℡ 480-0307 
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2 月 3 日、サービス付き高齢者向け住宅・フラワーホームへ見学に行ってきました。3

日は節分で、ホームでは豆まきやカラオケをしているところでした。テーブルの上には

缶ビールも用意されていて、ほろ酔い気分の入居者が演歌を歌っていました。 

サービス付き高齢者向け住宅は、ケアハウスと同じようなものですが、サービスの内

容が住宅により違うので、充分に確認する必要があります。 

「ここの売りは設備が良い上に家賃が安いことです」と、ケアマネージャーの森下さ

んは話されていました。入居の N さんもそのように言われていました。 

入居一時金は家賃の 2 ヶ月分で、18 ㎡の部屋で約 10 万円です。退去の際には返金さ

れます。食事も用意されていますし、個人浴室も 4 ヶ所あり、自由な時間に一人で入浴

できます。 

それに、クリニックがホーム内に開設されました。また今は、高齢の方でもエステや

ネイルをされるのでしょうね。そんな部屋があるので、驚きでした。 

入居時は元気でも、動けなくなった時はどうなるのかと、誰もが心配しますが、「最期

まで面倒をみます」と、施設長の松本さんは言われています。機械浴室もあるので安心

です。  

 1 泊 2 日・3200 円（3 食付）で、体験入居もできますよ。 

フラワーホーム  泉南市中小路 2丁目１８３７－１  電話 493-3398 

 ＊見学は随時受付しております。お気軽にお越しください。 

 

  

       

  

 

 

 

 

 

つ ど い 

3 月 11 日（金） 

あいぴあ泉南 2 階会議室２ 

午後 1 時半～ 

シニアのためのやさしいヨーガ 

2 月 27 日（土） 3 月 19 日（土） 

樽井公民館  11 時～12 時  

男の介護「味彩の会」 

  3 月 4 日（金） 4 月 1 日（金） 

  平野台の湯  午前 11 時～ 

チョコボラ会 

3 月 25 日（金） 4 月 22 日（金） 

おいでや！泉南 午後 1 時半～ 

編
集
後
記 

 

大
相
撲
初
場
所
で
、
琴
奨
菊
が
優
勝
し
た
。
日
本
の
力
士
の
優
勝
は
十
年
ぶ

り
と
の
こ
と
。
同
じ
日
、
日
本
列
島
は
大
寒
波
。
奄
美
大
島
で
も
雪
が
降
っ
た

と
い
う
。
百
十
五
年
ぶ
り
だ
そ
う
だ
。
そ
し
て
私
は
六
七
年
ぶ
り
に
、
生
の
イ

ワ
シ
を
食
べ
た
。
泉
佐
野
の
漁
港
へ
行
く
と
、
き
れ
い
な
イ
ワ
シ
が
二
百
円
で

売
っ
て
い
た
。
生
で
食
べ
ら
れ
る
と
言
う
。
買
っ
て
帰
っ
て
酢
に
つ
け
た
。 

生
ま
れ
て
初
め
て
、
自
分
で
料
理
し
た
生
の
イ
ワ
シ
を
食
べ
感
動
。
寒
波
も

い
い
も
ん
だ
と
そ
の
時
は
思
え
た
。
が
、
や
っ
ぱ
り
暖
か
い
方
が
い
い
！
（
け
） 

柿
ひ
と
つ 

む
け
れ
ば
嬉
し 

痛
む
日
々 

 
 

睦
美 

 


